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解説 Web で生きる1活きる音声認識
＊

緒 方 　淳 ， 後 藤 真 孝 （産業技術総合研 究所跨

43 ．72 ，Ne

1． は じ め に

　イン タ
ーネ ッ ト （Web ）は，膨大で多様な情報

が 日々 集積する，社会的に 必要不可欠な知 の 基盤

で ある とい える 。 統計的手法が主流で ある 現在 の

音声研究で は ，膨大な情報 ・デ
ー

タ を処理 す る こ

とが 有効で ある こ とか ら
， 研究開発 に お ける Web

の 利活用が 注 目されて い る。また，近年，ク ラ ウ

ドコ ン ピュ
ー

テ ィ ン グが 進展 し，Web を通 じて計

算サーバ
，

ス トレージ とい っ た大規模 な IT リ ソ ー

ス を柔軟に利用で きる よ うに な っ た こ とで ，そ う

した膨大 なデ
ータ の 処理 ・解析 を行 うため の 計算

基盤 も整 っ て きて い る。一
方，Web は膨大なデ

ー

タ の 集積場で あるだ けで な く，エ ン ドユ ーザ と技

術の 関 わ り （利用 形態）に変革 を もた らす もの で

もある。従 っ て ，Web は音声研究 にお ける
一

つ の

重要 なプ ラ ッ トフ ォ
ー

ム に な りつ つ ある 。

　我々 は そ うし た Web を利活用 す る音声認識研

究 プ ロ ジ ェ ク ト 「PodCastle 」を 2006年よ り開

始 した ［1−4］。 PodCastleは，有用な Web サ ービ

ス を運用 して 音声認識技術の 実用化と普及 をはか

りつ つ ，Web 上 の膨大な デ
ー

タ
， 更 に は Web サ

ー

ビ ス を通 じて形成 され る知識 （集合知）を活用す る

こ とで
， 音声認識 の 高度化 を行 うこ とを目的と し

て い る 。 また
，
NICT で は

，
　 Web 上 の 膨大な デ

ー

タや情報 イ ン フ ラ を利活用す る音声言語研究 プ ロ

ジ ェ ク ト 「MASTAR 」が 2008 年よ り立 ち上 げら

れ，産学官で 連携 して 進め られて い る ［5］。 更 に最

近で は，ス マ
ー

トフ ォ ン 等の 携帯デ バ イ ス の 普及

に よ り， 音声 を利用 した ア プ リケ
ー

シ ョ ン が浸透

し，音声認識技術が
一般 の エ ン ドユ

ーザに とっ て

よ り身近な存在 にな るな ど，Web を通 じて 音声認

識技術が盛 り上が りを見せ て い る 。

2．Web で生 きる音声認識

　最近，Web 上で様 々 な音声アプ リケ
ー

シ ョ ン や

サービ ス が展開され
， 音声認識技術 を多 くの エ ン

ドユ ーザが利用 で きる ように な っ て きて い る。 こ

こ で は，そ うした 「Web で 生 きる音声認識」に 関

する研 究事例 ， 応用事例 に つ い て 述 べ る 。

　 2．1 音声情報検索

　音声情報検索 （音声 ドキ ュ メ ン ト検索）は ，音

声認識技術 の有力 な応用の
一

つ と して 活発 に研究

が なされて きたが，Web 上で展 開された例 はそれ

ほ ど多 くは ない
。 しか し， 最近で は動画共有サイ

トや ポ ッ ドキ ャ ス トが急速に普及 した こ とで ，動

画等の 「音声」 を含 む コ ン テ ン ッ （便宜上 ，以 下

で は単 に音声 コ ン テ ン ツ と呼ぶ ）が大量 に集積 さ

れる よ うに な っ た 。 その ため ，Web ヒの 音声 コ ン

テ ン ツ に対する情報検索や索引付け，書き起 こ し

へ の ニ ーズが 高ま っ て い る 。

　音声情報検索 シ ス テ ム の 先駆 的な事例
1
と して

は，音声認識技術 に よる索引付けによ りWeb 上 の

特定の ラ ジ オ番組の コ ン テ ン ツ を検索可 能と した

「SpeechBot」［6］がある。そ の 後，　 Web 上 の 音声

コ ン テ ン ツ と して普及 した ポ ッ ドキ ャ ス トの 検索

を行 う NVebサービス として
，
　TVEyes 社 の 「Pod −

scope 」，　 BBN 社 の 音声認識 ・検索技術 をベ ー
ス と

した 「EveryZing 」が公 開され た
2

。

　我 々 は，Web 上 の 膨大な音声 コ ン テ ン ッ を全文検

索可能な Web サ
ー

ビス 「PodCastle」を 2006 年 12

月に公 開，運用 を して い る （http：／／podcastle．jp）。

PodCastleで は大語彙連続音声認識技術 に よ り音

声 コ ン テ ン ツ をテ キス ト化 ［7］，それ を索引情報

とする こ と で ，Web ブ ラ ウザ上 で 全文検索が で

きる 。 公 開当初 は，日本語 ポ ッ ドキ ャ ス トを対象

串Automatic 　speech 　recognition 　vitalized 　by　the 　Web ．
＊＊Jun　 Ogata 　 and 　 Masataka 　 Goto ⊂NatiQnal　 Insti−

　 tute 　of 　Advanced 　Industrial　Science　and 　Technology

　 （AIST ），　Tsukuba ，305−8568）

1 こ こ で は主 と して Web ヒの 盲声 コ ン テ ン ツ を対象 と し

た シ ス テ ム ・サ
ー

ビ ス を取 り上 げ る 。
2 た だ し，現在 は い ずれ も無料 で の 公開は終了 し，商用 の

シ ス テ ム とな っ て い る 。
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と し て い た が
， そ の 後 ，

YouTube
，
　 Ustream

，
ニ

コ ニ コ 動画 とい っ た動画共有サ イ トの コ ン テ ン ツ

に も対応 した ［4］。 更に Web サービ ス の 多言語対

応 も進め て お り，2011 年 10 月には そ の 第一弾 と

して ，エ ジ ン バ ラ 大学音声技術研究所 （CSTR ）

か ら音声認識 に関 する協力を得て英語版 （英語の

音声 コ ン テ ン ツ の 音声認識 ・全文検索）を公開 し

た （http：／／en ．podcastle ．jp）。 日本語版は産総研

で 研究開発 した音声認識シ ス テ ム を用 い て い るが，

英語版は CSTR が 中核研究機関と して 実施 した欧

州連合 （EU ）の研究枠組み計画 （FP6 　AMI 及 び

FP6 　AMIDA ）で 開発 され，同研究所が PodCas −

tle用 に運用 して い る音声認識 シス テ ム を用 い て い

る 。 PodCastleで は
，

ユ ーザが検索ク エ リとして

キーワ ー ドをタイ プ入力する と
， 音声 コ ン テ ン ツ

中で 該当す る箇所 をリス トア ッ プ し，再生で きる

だけで な く，音声 コ ン テ ン ツ に対す る音声認識結

果 もテ キ ス トと して 閲覧可 能 とな っ て い る。そ し

て最 も特徴的な点 として ，Web ブラ ウザーヒで ユ
ー

ザが容易に音声認識誤 りを訂 正で きる機能 を備 え

てお り，音声 コ ン テ ン ツ に対す る書き起 こ しを作

成する こ とが 可能 となっ て い る （訂正機能の 詳細

は 2．3 節で述 べ る）。

　産総研 の李 らは
， 音声認識 に よる動画検索 Web

サ
ービ ス 「VO 工SER 」を公 開 して い る 。

こ れ は，

音声 コ ン テ ン ツ に対 して サ ブ ワ ー ド単位 （音素片）

の 音声認識 を行 っ て索引付 け し，サ ブワ
ー

ド単位

で の マ ッ チ ン グ手法に基づ き検索 を行 う［8］。 そ の

ため 言語に依存 しな い 検索シ ス テ ム とな っ て い る

の が 特長 で ある 。 また，ユ ーザが “・「eb ブラ ウザ

上で 検索を行う際は ，テ キ ス トだけで な く，音声

に よる ク エ リ入力が可能で ある 。

　Googleで は，　 YouTube 上 の 米大統領選 に関連

した動画 を対象に ， 音声認識 に よる索 引付 け ， 検

索可 能なサ
ービ ス 「Google　Audio　Indexing」が

試験 的に公 開され た 。 現在 で は，YouTube 全般の

動画中に字幕 を表示する 「自動キ ャ プ シ ョ ン機能」

と して，音声認識技術が 応用 され て い る （検索に

つ い て は未対応）。

2．2 音声入 力 Web ア プリケ
ー

シ ョ ン

Web を介 して ユ
ーザが音声認識技術 を利用 で き

る
一

つ の 手段 と して
， 西村 らは Web ア プ リケー

シ ョ ン 「w3voice 」を公 開 し て い る ［9】。　w3voice

は ，個 々 の Web シ ス テ ム に対 して ，事前の 特別な
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プ ロ グ ラ ム の イ ン ス ト
ー

ル な しで 音声に よる入カ

イ ン タ フ ェ
ース を容易に追加す る もの で ，音声入

力機能 つ きの 様 々 な Web サ イ トを構築 ・拡張す

る こ とがで きる 。

　2．3 携帯デ バ イ ス ア プ リケ
ー

シ ョ ン

　ス マ ー
トフ ォ ン等の携帯デ バ イス の 急速な普及

は
，

一
般 の エ ン ドユ

ーザに とっ て 音声認識技術を

更 に身近な もの に して い る 。 場所 を選ば ず Web

に接続可能で あ り，キ
ー

ボ
ー

ド等の 入力デ バ イ ス

の 利用が難 しい 携帯 デ バ イ ス にお い て は，音声は

非常に有用 な入力手段に なり得る 。 携帯デ バ イス

上 の 音声入力 を想定 した タ ス ク の
一

つ と して ボ イ

ス サーチ ［10亅が あ り， 音声認識分野 に お けるホ ッ

トな研究課題 とな っ て い る。 ボ イ ス サ
ー

チ の ア プ

リ ケ ーシ ョ ン と して は
，

Google に よ る 「Google

Search　by　V6ice（Google音声検索）」や Yahoo 【に

よる 「音声検索」が リリース され話題 となっ た 。 音

声翻訳 も携帯デ バ イ ス に よ っ て利用が広が っ た タ

ス クで あ り，NICT に よる 「Voice［［ll／a 」や Google

に よる 「Google翻訳」な ど多 くの ア プ リケーシ ョ

ン が リリース され た。最近で は
，
Apple の 「Siri」

や NTT ドコ モ の 「し ゃ べ っ て コ ン シ ェ ル」とい っ

た
， 検索だ けで な く簡単 なス マ ー トフ ォ ン上 の 操

作や軽 い 対話も行える秘書機能ア プ リケ
ー

シ ョ ン

が登場 し， 人気を博 して い る 。

3． Web で活 き る音声認識

　近年，音声認識研 究が よ り実世界
・
実環境の音

声デ
ー

タを扱うようにな っ た結果，Web とい う膨

大か つ 多様な知識 を音声認識 シ ス テ ム に活用 する

研 究が 活発 に行われ る よ うに な っ た 。 特に，前述

の よ うな Web ．ヒの ア プリ ケーシ ョ ン や サ ービ ス

は，Web とい う情報イ ン フ ラ を通 じて，幅広 い 多

くの ユ
ー

ザに利用 され る と い うメ リ ッ トが ある
一

方で
，

バ ッ グ グラ ウ ン ドの 音声認識技術に は総 じ

て高い 性能，頑健性が要求される 。 そ の ため，既存

の コ ーパ ス やデ
ータ ベ ース だ けで はその 要求 に答

える こ とは困難で ある 。 こ こ で は，Web 上 の デ
ー

タや知識 を活用 して 性能向上 を はか る 「Web で活

きる音声認識」に関する研究動向に つ い て 述べ る 。

　 3．1 オ フ ライ ン の音声 コ ン テ ン ツ に 対する音声

　　　 認識

　Web 上 の 様々 な知識源 の 中で も最 も手軽 に利用

で き， 音声認識に有用 と考 えられる もの として ，第

N 工工
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全文モ
ー

ド　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 詳細モ ー ド

図一1PodCastle の 音声訂正 イ ン タ フ ェ
ー

ス （全文モ
ードと詳細モ

ー
ドは コ ン

　テ ン ツ 再 生 中 で も切 り替 え可 能 ）

・一．・
に はテ キ ス トデ

ータ が挙げられ る 。 音声認識の

言語モ デ リ ン グ にお ける Web 上 の テ キ ス トデ
ー

タの 活用は
，
2000 年以降多 くの 試みが行わ れて い

る。当然 なが ら Web 上 の テ キ ス トを何で も使え

ば い い わけで な く， 多 くの 方法で は テ キ ス ト検索

エ ン ジ ン を利用す る こ とで，認識に有用な テキ ス

トの み を収集する 。 例 えば
， 特定の ドメ イ ン （話

題） に 関連 したテ キ ス トを収集 した り ［111， 会話

特有の フ レーズ をク エ リ とし て 検索 し，会話ス タ

イ ル テ キ ス トを収集す る ［121こ とで ，音声認識用

の 言語モ デ ル を構築す る 。 こ うした静的な言語モ

デ リ ン グに対 し，Web を利用 する こ とで認識対象

の 音声や ドメ イ ン に動的に適応 した言語モ デ ル を

構築す る試 み もな され て い る ［13，
14］。

3．2Web 上 の 音声 コ ン テ ン ツ に対する 音声

　　　 認識

　前節で紹介 した研究事例 では ， 主 として Web 上

に は な い オ フ ラ イ ン の コ ン テ ン ツ の 音声認識 を目

的 と した もの で あるが，それに対 し，最近で は Web

上 の 音声 コ ン テ ン ツ の 重要性 も高 ま っ て い る 。

　PodCastle に お い て は
， 音声認識 の対象が Web

上の動画，ポ ッ ドキャ ス トとい っ た話題が多種多様

な音声デ
ー

タ とな る 。 そ の ため ，言語 モ デ ル とし

て はで きる だけ幅広 い 話題 や語彙 を カバ ー
するだ

けで な く， 日々 移 り変わる最新の 話題に対応 で きな

けれ ばな らな い
。 そ こ で PodCastle で は

，
　Yahoo ！

ニ ュ
ース

3
に代表 される ニ ュ

ース ア グ リゲーシ ョ ン

Web サ イ トに お ける膨大 なテ キ ス ト記事 （Web

ニ ュ
ー

ス テキ ス ト）を活用 し，言語モ デ ル を構築 し

て い る ［7］。 重要 な点として ，Web ニ ュ
ー

ス テ キ ス

トを利用す る こ と で
， 最新の 話題や語彙を日々 学

習 し，言語モ デ ル の ア ッ プデ
ー

トを自動的に 行っ

て い る 。 また
， 別の Web 上 の 知識源 と して Web

キ
ー

ワ
ー

ド辞書 （は てな キ
ー

ワ
ー

ド）を利用する

こ とで
， 形態素解析辞書 の 更新や

， 新出単語の 読

み の 自動獲得 も行 っ て い る 。

4． Web で 生 きる中で Web を活か す音声認識

3http
：！〆headlines．yahoo ．co ．jp！hl

　こ こ まで 主 と して ，“ reb を 「テ キ ス トや 音声と

い っ た多様で膨大な デ
ー

タが蓄積する情報源」 と

して音声認識研究 に活用 した研究事例 に着 目 して

きた 。 Web を活用する こ とで音声認識の 性能向上

は得られ る もの の ， 2章で述 べ た よ うな Web サ
ー

ビス ・ア プリケ
ー

シ ョ ン を構築 ・運用 した り
，
Web

上の 多様な コ ン テ ン ッを扱 う上で は課題 は多 く，さ

らなる ブ レ
ー

ク ス ル
ー

が必要 となる 。 そ こで 注目

される の が ， Web 上の不特定多数の エ ン ドユ ーザ

（こ こ で は音声 認識利用者）に よる協力や貢献によ

り形成 され る知識源 ， すな わち集合知 （wisdom

of 　crowds ）の 活用で ある 。 こ こ で は
，
　 Web サー

ビス
・
ア プリケ

ーシ ョ ン を通 じて集合知 を活用 し

て い く，
い わ ば 「Web で 生 きる中で Web を活か

す音声認識」 に関す る研究動向 に つ い て 述べ る。

　4．1 携帯デバ イス ア プ リケ ー
シ ョ ン に お け る

　　　 事例

　ボ イ ス サ ーチ は
， 音声入 力 に よ り Web 検索が

で きる有用 なア プ リケ
ーシ ョ ン で あ る と同時に，
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（シ ス テ ム 側 にと っ て は ）音声デ
ー

タを収集する た

め の イ ン タ フ ェ
ー

ス と して み る こ とが で きる 。
ス

マ ー
トフ ォ ン等の 携帯デ バ イス を通 じて

， 不特定

多数 の エ ン ドユ
ーザか らの 音声デ

ータ やそ の 他情

報 を大規模 に蓄積 し
4
，それ らを利用 して音声認識

シス テ ム を洗練 させ
， ボイス サ

ー
チ の 性能や ユ ー

ザ ビリ テ ィ を向上 させ る こ とが で きる 。

　文献 ［15］で は，Google　Search　by　Voiceに おけ

る音響モ デ ル の 1生能改善につ い て報告され てお り，

ユ ーザか らの 入力音声 1
，
000 時間 （＋ 人手に よる

書き起 こ し）を学習に利用す る こ とで ，ベ ース と

なる音響モ デ ル （前身サ
ービ ス で あ る GOOG −411

で 構築 され た モ デ ル ） に比 べ て 格段 に 大 きな向上

が得 られ て い る 。 また ，5
，
000時間の音声デ

ー
タ

を教 師な し学習する こ とで さらな る性能改善が得

られ たこ とも報告されて い る。

　 4．2PodCastle に おける集合知活用

　 PodCastle で は，　 Web 上 の音声 コ ン テ ン ツ の書

き起 こ しを生成 し，更に は音声認識 の 性能向上 を

はか る ため に，ユ
ーザか ら よ り積極的な協力 （ア

ノ テ ーシ ョ ン
，

こ こ で は音声認識誤 りの 訂正）を

得る仕組み を構築 した。PodCastle で は，図一1 に

示す よ うに競合候補の リス トとい う形で 訂正 イ ン

タ フ ェ
ース ［16，

17】を提供 し
，

ユ ーザは Web ブ ラ

ウザ上 で 構築され た本イ ン タ フ ェ
ース を通 じて ，

認識誤 りが 見 つ か れ ば，「候補選択」，「タイ プ入

力」の い ずれか の 手段で 訂正 を行 うこ とが で きる 。

PodCastleは ，こ うした不特定多数の ユ
ーザか ら

の 訂正情報を Web 上の コ ン テ ン ツ の 実音声デ
ータ

とともに蓄積 して い くこ とで ，音声認識 シ ス テ ム

の 学習 を行 っ て い く。 こ こ で
，
PodCastle に お け

る こ れ ま で の 利用状況 を図一2
、
3 に 示す 。 2012 年

1 月 18 日時点で ，登録済の エ ピ ソ
ー

ド （フ ァ イ ル

単位の 動画ある い は音声デ
ー

タ）数 は 150
，
003 件

で あ り，そ の うち 3
，
299 件に対 して 総計 583

，
799

箇所の 区間 （単語）が ボ ラ ン テ イ ア ベ ー
ス に よ り訂

正 されて い る 。 PodCastleで は ，
こ うした不特定

多数の ユ ーザか らの 協力 を活用 して
， 音響 ・言語

モ デ ル を日 々 学習 し，音声認識 ・検索 シ ス テ ム へ

の 反映をすべ て 自動的に行 う仕組 み を構築し，運

用 して い る ［7］。

’d
何 を どこ まで 「集合知」 と捉 え る か は議論 の 余地が ある

が，こ こ で は Web を通 じて ユ ーザか ら入力され た音声
デ
ー

タ や 利用履歴 な ど も含め て 議論す る 。
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図一3PodCastle の 利用状況 ：訂正 済 エ ピソ
ード数，訂 正

　区 間数の 累 積件数

　話題 や 収録環境が多種多様な コ ン テ ン ツ に対 し

て ，い かに音響 ・言語モ デ ル の 学習を行 うかは難 し

い 問題 で あるが ，PodCastleで は 「チ ャ ン ネル 」と

呼ぶ 単位 ご とに 学習 を行 い
，
チ ャ ン ネ ル 別音響 ・言

語モ デ ル を構築 して い る 。 こ こ で チ ャ ン ネル とは，

対象 と して い るサ
ービ ス （YouTube ，　 Ustream，

ニ コ ニ コ 動画 ，
ポ ッ ドキ ャ ス ト）それ ぞれ で 定義

され て い る ，個々 の コ ン テ ン ツ が ま とめ られた単

位
5
で ある 。 こ の よ うな チ ャ ン ネル は

， 話者 ， 話

題，収録環境等，認識性能に影響 を及ぼす条件が

比 較的類似 する傾 向が あるた め，モ デ ル学習の 際

に は有効 に働 くと考えられ る 。 人気 の ある チ ャ ン

ネル ほ ど よ り多 くの 訂正が行わ れ る ため
， 我 々 の

モ デ ル 学習 の 仕組み で そ うした チ ャ ン ネ ル の 学習

効果が 高 ま っ て ，精度の 高い 音響 ・言語モ デ ル が

構築され る こ とが期待で きる 。 実際 に，集積 され

た訂正情報 をもとに ， 音響 ・言語 モ デル を学習 し

て 認識1生能を調査 したとこ ろ性能が大きく改善し，

ユ
ーザか らの 訂 正 に よ り入力 され たチ ャ ン ネル 特

有の 語彙や フ レ ーズ等 も認識で きる こ とが確認さ

れ た ［18
−21］．

5
ニ コ ニ コ 動画 に お け る 「マ イ リ ス ト」 な ど も一

つ の チ ャ

ン ネル として定義され る。また，ポ ッ ドキ ャ ス ト （RSS 十

音声 フ ァ イル 群 ） も こ こ で は・・
つ の チ ャ ン ネル と呼ぶ 。
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Web で 生きる／活きる音声認 識

　 4．3 音声研究に お ける クラ ウ ドソ
ー

シ ン グ

　近年，Web を通 じて 不特定多数の 人々 に業務委

託 （ア ウ トソ
ーシ ン グ）を行 う，い わ ゆ る 「ク ラ

ウ ドソ
ー

シ ン グ
6
」が Web にお ける トレ ン ドの

一

つ とな っ て い る 。 音声研究に おい て も， コ ーパ ス

構築や シ ス テ ム 評価 と い っ た部分 に ク ラ ウ ドソ
ー

シ ン グ を活用する試みが増 えて お り，
Interspeech

2011では音声研究にお けるク ラウ ドソ
ー

シ ン グに

関する ス ペ シ ャ ル セ ッ シ ョ ン も設け られ た ［22】。

こ う した試みの 原動力 は，Amazon　Mechanical

Turk （MTurk ）に代表され るク ラ ウ ドソ
ー

シ ン グ

の ため の プ ラ ッ トフ t 一ム
，
Web サ

ービス が 登場

した こ とで あ り，こ うい っ た有償で は あるが 安価

なサ
ービ ス に よ り，研 究開発 における コ ス ト削減 ，

効率化が 実現 され て い る 。 こ れ まで の 報告 に よれ

ば，ク ラ ウ ドソ
ー

シ ン グ の 適用事例 は，（1）音声

デ
ー

タ収集 ， （2）音声 デ
ー

タラ ベ リ ン グ
・書 き起 こ

し，（3）シス テ ム 性能評価，の 大きく3 種類に 分類

で き， 現状で はほ とん どの研究事例で MTurk が利

用 され て い る ［22］。 PodCastleは，上 記 （2）の 音

声デ
ー

タ書 き起 こ しをボ ラ ン テ ィ ア ベ
ー

ス で 行 っ

て お り，ク ラ ウ ドソ ーシ ングに 基づ く音声研究の

世界初の 事例 と位置づ け る こ とが で きる 。 M71brk

の よ うなサ
ービ ス に よ り低 コ ス トで効率的 に集合

知 を活用 し ， 様々 な大規模デ
ー

タを形成で きる こ

とは
，

「音声研究に お ける集合知活用」の 土壌 を広

げる意味で も意義が大 きい 。

5． お わ り に

　本解説で は，現在 Web 上で発展 して い る音声認

識技術 につ い て の 研究動向に つ い て述 べ た 。 音声

研究で Web を利用す る メ リ ッ トと して ，
一

つ は

集積する膨大なデ
ー

タの 利用が挙げられ るが ，今

後は 4 章で 述 べ た ような 「集合知」 を形成 し，研

究開発 に 利用す る こ とが ます ます重要に なる と考

え られ る 。

　MThrk に代表され る
，

金銭的報酬 を与えて 不

特定多数に仕事を依頼する クラ ウ ドソ
ーシ ン グ型

Web サ
ー

ビス の 登場 は，低 コ ス トで効率的に集合

知 を形成 し利用で きる た め
， 今後の研 究開発の 手

6H
本 語 で は 同 じ 「ク ラ ウ ド」で も，冒頭 で も述 べ た ク ラ

ウ ドコ ン ピュ
ー

テ ィ ン グ （cloud 　cornputing ） は Web

を通 じて 計 算 リソ
ース を利用 す る もの で あ り，ク ラ ウ ド

ソ
ー

シ ン グ （crewd 　sourcing ）は Web を通 じて 人的 リ

ソ ース を活 用 す る もの で ある。
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段や体制そ の もの に も変革を もた らす可 能性が あ

る 。 しか し，こ うしたアプ ロ
ー

チで は十分 に高い

品質の ア ノ テ
ー

シ ョ ン が得 られ た もの の
，

い たず

ら （荒 ら し）対策が不可欠で ，必要 とされ る ア ノ

テ
ー

シ ョ ン の 量 に比 例 して ，人 間の 労力 と対価が

増 え る とい っ た問題 も存在する 。 そ の 問題 を解決

する
一

つ の アプロ ー
チ と して，ゲ

ーム として 楽 し

ませ なが らア ノ テ
ー

シ ョ ン を付与 させ る方法が試

み られ て い る ［23 ，
24］。

　そ れ に対 し，我々 が 推進 して い る PodGastleで

は
，

ユ ーザは貢献する とサービス が改善 して 自分

を含む他の ユ
ー

ザ の 役に立 て る と い うこ と を明確

に意識で きる の で ，貢献 しよ うとい うよ り強 い 動

機に基づ い て ア ノ テ
ーシ ョ ン （訂正）可能な点が特

徴的で ある。こ う したア プ ロ
ー

チ の 新た な事例 と

して ，我 々 は
， 不特定多数の ユ ーザが協力 しなが

ら ， 協調的に音声 コ ン テ ン ツ の書 き起こ しを行 う

「Yourscribe」 を提案 し
， 開発 を進め て い る ［25】。

　ア ノ テ
ー

シ ョ ン，そ してそ れに基づ く学習 とい っ

た よ うな，ユ
ー

ザ と音声認識技術 と の 「イ ン タ ラ

クシ ョ ン」を Web 上 で 実現 ・展開す る こ とは
， 音

声認識技術 の 社会へ の 浸透，普及 に もつ なが っ て

い く 。 今後そ うした研 究事例が 増 え，音声認識研

究が ます ます盛 り上 が っ て い くこ とを期待 した い
。
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